






















は、一般市民等も利用している SNS（Social Networking Service）や PSNS（Private SNS：限られた
者だけで交流を行う SNS）とは異なり、他のサービスと Database等を共有するのではなく独立して
設置されているシステムで、教育委員会や学校教員の教育関係者のみがアクセス可能な、いわば閉じ
られたネットワーキングサービス（Closed Networking Service、以下 CNSと記す）である。
本研究に関する先行研究として、佐藤・成田・吉田（1999）による障害のある子供の遠隔共同学習 “チャ























究者：江川正一、金森克浩）の推進のために 2018年 11月に設置され、A大学（10名）及び B大学（4名）






















本研究で対象とした CNSに PC経由でアクセスした画面の例を図 1に示す。本研究は、国立情報

















100回以上出現している語句は、“ 思う ”“先生 ”“お願い ”“ありがとう ”“学校 ”“授業 ”“支援 ”“皆さん ”
“ 研究 ”“ 特別 ”“ 参加 ”である。学生と教員間のやり取りで、多く見られそうな語句が多く出現してい








Subgraph1には、“ 授業 ”“ 研究 ”“ 今日 ”など、10語が抽出された。一番頻度の高い “授業 ”であれば、
「教材づくり、これから指導案や模擬授業をする上でとても大切になることと思います。」といった活
用が見られ、授業づくりに関する相互作用がみられる。





Subgraph3では、“ 学ぶ ”“ 考える ”など 6語が抽出された。「指導案作成、教育実習のことを今まで
以上に意識して考えるきっかけになりました。」といった活用が見られ、学びを考えることに関する
相互作用が見られた。
Subgraph4では、“ 人 ”“ 時間 ”“ 本当に ”など 6語が抽出された。「当たり前にするには、当たり前
だと思っている人を増やすこと」といった活用が見られ、人との関わりに関する相互作用が見られた。
Subgraph5では、“ 頑張る ”“ お話 ”の 2語が抽出された。「また、ボランティアや大学の講義も頑張

















う ”“ 先生 ”“ 皆さん ”な
ど 5語が抽出された。「彼
に先生になる学生に伝えるねと言ってあります。」といった先生に関する相互作用が見られた。




・共同研究室利用（2018年 11月～ 2019年 4月）の学生及び教員を対象とし、共同研究室で告知した。
・回答期間：2019年 4月 20日～ 5月 10日




























































教員等からは、“ 学生 ” との “ 対面 ” や “ やり取り ” からの学びが「コミュニケーションが深まると
思います。学生さんが，学生として思っていることに触れられたこと。若い方をお育てする」と述べ
られている。


















































































結果、総抽出語数は 2,248語（使用は 844語）であった。語句の関連から 9の Communityに分類された。
出現回数が多い語句は、“ 思う ” であり、その内容は多岐にわたっている。学生と教員、それぞれ
の立場で関わったこと、感じたことを述べている。また、次に多く見られる “ 学生 ” については、教
員等から学生への相互作用に関する意見や考えが述べられている。“研究 ” 室での関わりや “卒業 ” 後




に関する学びの感想等が見られる。“ 実践 ”“ 指導 ”“ 疑問 ”“ アイデア ” など、自分 “ 自身 ” の “ 今後 ”
の教育実習や若手育成などにつながる発話が見られる。












71,169語であり、その中で、学生と教員間のやり取りで多く見られそうな “ 思う ” 先生 ”“ お願い ”“ あ















れていることから、開始当初の 2018年 12月（A大学の学生参加）と 2019年 3月（A・B大学の学生
参加）の 2回対面の研究協議会と食事の機会をもち、実際に顔を合わせてコミュニケーションする機
会を確保した。図7に“ご飯”“増える”の関連が抽出されている他、表1に示す頻出語の中で“食べる”“写
真 ”“ 弁当 ” など対面でのコミュニケーションに関する語句が抽出され、8（1）の A大学の学生の頻出
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